
 

 

関西電力と商船三井によるカーボンクレジット事業の協業検討に関する覚書の締結 

 

２０２５年２月２７日 

関西電力株式会社 

株式会社商船三井 

 

関西電力株式会社（以下、関西電力）と株式会社商船三井（以下、商船三井）は、

カーボンクレジット事業の協業検討に関する覚書（以下、本覚書）を

本日締結いたしました。  

 

本覚書に基づき、両社は大気からＣＯ２を除去することでカーボンクレジットを

創出するプロジェクト（以下、除去系クレジット※創出プロジェクト）の開発に

おける事業性・経済性に関して、アフリカや東南アジア等で調査・検討を

行い、気候変動対策への貢献と持続可能な社会の実現を目指します。 

 

関西電力グループは、「関西電力グループ ゼロカーボンロードマップ」に基づき、

自らの事業活動はもとより、社会全体のゼロカーボンに向けた取り組みを

推進しています。また、カーボンクレジット事業については、将来的に

自社主体で創出から販売、トレーディングに至るまでを自立して行うことを

目指しております。 

 

商船三井グループは、「商船三井グループ 環境ビジョン２．２」において、

２０５０年までにネットゼロ・エミッション達成を目標に定めております。

「２０３０年までに累計２２０万トンのＣＯ２除去に貢献する」というマイル

ストーンを達成するために、除去系クレジット創出事業を推進しています。  

 

関西電力と商船三井は、これまでもＣＣＳ分野における液化ＣＯ２船の

設計等に係る業務提携や、水素分野における液化水素運搬船の共同検討を

進めております。【２０２３年１１月１４日、２０２４年１１月１９日お知らせ済】 

 

両社は引き続き、これらの取組みを通じて得られる知見やノウハウをもとに、

ゼロカーボン社会の実現に貢献してまいります。 

 

※： 除去系クレジットとは大気中からＣＯ２を直接除去する手法に基づくカーボンクレジット。

その手法は大きく分けて「自然系」と「技術系」に分類される。自然系では

植林・再植林・土壌炭素貯留等、技術系では大気中のＣＯ２を直接回収し、

地中に貯留するＤＡＣＣＳやバイオマス発電とＣＯ２を地中に貯留するＣＣＳ技術を

組み合わせたＢＥＣＣＳ等が該当する。 

                                    以上 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231114_2j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2024/pdf/20241119_1j.pdf


 

 

別 紙 

＜目的＞ 

除去系クレジット創出プロジェクトの共同開発における協業検討 

 

 

＜取組範囲＞ 

 以下の事項について協業の検討を行う 

① 除去系クレジット創出プロジェクトの案件の提案 

② 除去系クレジット創出プロジェクトの事業性・経済性の検討 

③ プロジェクトデベロッパーおよびオペレーターの評価 

④ 除去系クレジット創出プロジェクトへの参加 

⑤ 除去系クレジットのオフテイク 

 

 

＜除去系クレジット概念図＞ 

           （例）主な除去系クレジットの創出手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）https://www.mol-service.com/ja/services/low-carbon-decarbonized-business/initiatives-for-carbon-dioxide-removal 

(Edited by MOL, with reference to Energy Transitions Commissions, “Mind the Gap, 
How Carbon Dioxide Removals Must Complement Deep Decarbonisation to Keep 1.5℃
Alive”, (2022))

Nature-based Solutions

手法 説明

植林・

森林再生

樹木のない土地に森林を作った
り、森林を増やすことで、CO2回
収量を増加させる手法

BECCS(*)

Bio-Energy with Carbon 
Capture & Storageの略称。
エネルギー利用のためにバイオマ
スを燃焼させる際、CCSを組み
合わせることで、大気中のCO2
を純減させる手法

Direct Air Carbon Capture 
& Storageの略称。大気中の
CO2を直接回収し、CCSを組み
合わせることで、大気中のCO2
を純減させる手法

DACCS

通常であれば微生物に分解され、
CO2排出するバイオマスを熱分
解により炭化し、土壌に閉じ込め
る手法

バイオ炭(*)

ブルーカーボン

海洋の藻類やマングローブ林を
保全・育成し、光合成で吸収し
たCO2が、枯死後、海底・深水
に貯蔵される手法

土壌

炭素隔離

落ち葉等で土壌中の有機炭素
量を増加させつつ、深耕等で土
壌に炭素量を留める手法

(*) バイオ炭、BECCSは炭素回収に光合成が用いられるため、Hybrid Solutionとも呼ばれる。

Technology-based Solutions

手法 説明

https://www.mol-service.com/ja/services/low-carbon-decarbonized-business/initiatives-for-carbon-dioxide-removal

